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千年の森便り№69 

200９年 3 月 25 日発行 

ちば千年の森をつくる会 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~toyofusajima/index.html 
E-mail:tgysk665@yahoo.co.jpTEL&FAX:043-432-1450 

 

お知らせ 

○４月の定例活動日；４月１９日（日）９時３０分清和県民の森第２駐車場集合、主な活動は年次総会《次頁》

植生・食害調査、巨木林調査、シイタケ本伏せ・保護柵設置・補強など。 

○年会費払込；４月以降２１年度年会費を払込み下さい。振込口座は 00160-1-578810。定例活動日現地での払

込みもできます。19・２０年度会費未納者には個別に通知済です。 

 

活動の記録 

３月２２日（日）曇 参加会員１１名；伊藤、鵜沢、大賀先

生、久我、小又、坂本、福島、福田夫妻、真鍋、村野。作

業は巨木林調査とシイタケホダ場の食害保護＆シイタケ

収穫。「曇のち強風を伴う雨」という荒れ模様の予報のた

め、雨前に作業を終え引き上げました。 

○巨木林下層木の成長調査；大賀先生と福島さんは巨木林調

査区の調査を継続し、調査対

象全樹木１０００株の高さと

根元直径、胸高直径の計測を

終了しました。４月の着葉を

待って落葉樹の種名同定・記

録作業を始めます。 

予報を気にせず参加した会員１１名 

辛抱強く千株の計測 

 

○シイタケホダ場の食害保護；ネットの外からサルがホダ木のシイタケを採らないよう、園芸用イボ竹で、ホダ

木と保護ネットの間に隙間を作りました。（０７年稙菌の S0701,S０７０３、０８年稙菌の S０８０１）。 

収量の多い０７年稙菌ホダ場のネットが一部破られているのが見つかり（写真）補修したが、強度の強いネッ

トに取り換える必要がありそう。食を賭け命がけのサルと、遊び半分のヒトの知恵比べはまだ当分続く？ 

  

ホダ場保護柵取付け サル開口のシイタケ収穫穴 現行犯撮影にセンサーカメラ ネット裾から手を入れ収穫 

 

○シイタケ収穫・秤量；収獲班福田美代子さん、ネットの裾抑えをはずし、手を入れて苦心の収獲。０７年稙菌

を中心に合計７キロ余と収量は多くないが適度の雨と気温のせいか厚肉の見事なドンコ、皆お土産に持ち帰り、

美味しく頂きました。 
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お昼頃、鵜澤さん、福島さんはシカの声を一声聞きました。ほこら山方向から聞こえてきましたが、残念ながら

姿は確認できませんでした。 

 

豊英島の桜 

 

林内はマメザクラが花盛りでした。豊英島の植物リストにカスミザクラと

オオシマザクラの記録がありますが、過去６年間誰も一度も開花を確認して

いません。 

募集；豊英島のカスミザクラとオオシマザクラの開花を確認された方は花の

写真を募集しますので、事務局メールに送信下さい。撮影のため入林希望の

方は鍵の手配をしますので事務局アドレスに申し付けください。 

マメザクラ 3/22/09 福島  

 

豊英島のシュンランはどこに？ 

２月の活動日にシュンランの開花１輪確認しましたが、３月２２日の活動日シュンラン一輪も見当たりませ

ん。誰ひとり。千年の森便り№１記事をご覧ください。６年前の３月１９日キノコ稙菌のとき、足の踏み場に

困るほどシュンランがありました。豊英島のシュンランはどこに消えたのでしょう？ 

 

（千年の森便り№１の記事）２００３年３月１９日（水）快晴 きのこコマ打ち、会員１１名、小平顧問他３

・早春の林床植物シュンランとカンアオイ；「きのこコマ打ち作業を邪魔する程シュンランが花盛り、最初は

踏み付けないよう気をつけたがあまりに多く、多少踏付けたり、きのこ原木に踏付けられた。ゴメンナサイ。

カンアオイも葉の陰に花がヒッソリと逞しく。これほどのカンアオイの群生は珍しいとのこと。」 

 

 

平成２１年度年次総会のご案内 

日  時；４月１９日（日）午前１０時～ 

場  所；豊英島 

議  題；２０年度活動＆会計報告、２１年度活動計画＆予算、 

役員改選など 

欠席の方は事務局アドレス宛て委任状を提出下さい。 

メールのない方は FAX 送信下さい。 

 

 

 

 

 


